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ま

ち

の

話

題

美浜町耳川の中流に位置（河口から約６㎞）する耳川総合頭首工は、老朽化に伴い基幹水利ス

トックマネジメント事業により頭首工本体ならびに魚道の改修が行われ、今年 5 月に魚道が完成

しました。今後、魚道に付帯する護床ブロック等の工事が 10 月より再開されます。

この工事は、渇水期になると魚道に水が流れず、魚類の遡上を阻害してきた問題の改善とし

て、魚道を従来の川の端から中央にすることにより、魚類の遡上を容易にし、環境を守ること

を目的として行われました。魚道完成後の検証として 6 月と 8 月に遡上調査を実施し、2 回の

調査で 9 種類 374 尾の魚類、甲殻類の遡上が確認されました。以下の写真は新魚道に遡上した

主な魚類です。（写真の他、カワムツ、タカハヤ、スミウキゴリ、オオヨシノボリが確認され

ました。）（竹仲記）

町
内
の
様
々
な
話
題
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

耳川雲谷頭首工魚道大改修一期工事完成

魚道改修施工前 魚道改修施工後

ウグイアカザ

サクラマス（ヤマメ）アユ

モクズガニ
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10 月 25 日㈮、26 日㈯の両日、JR 小浜線に京丹後鉄道のレストラン列車「丹後くろまつ号」が運行します。

これは、北陸新幹線敦賀開業に向けた機運醸成や嶺南の広域観光振興を目的に行われるもので、高級感あふ

れるモダンな車内で、車窓から見える嶺南の風景と高級食材を使った食事を楽しむことができます。これを

契機に、JR 小浜線にも今回のような高級感あふれる観光列車が走ることを期待したいと思います。（竹仲記）

美浜町では、現行の 60MHz 帯防災行政無線の老朽化及び総務省の無線設備規則の改正に伴い、システム

を更新することとなりました。（アナログ通信からデジタル通信へ）同時に個別告知放送設備も新しくします。

今回のシステムは、低い消費電力で数㎞を対象にできる無線通信技術「LPWA」を活用した防災情報伝達シ

ステムになります。費用は約 5 億円で、NTT データカスタマサービス㈱に発注することになり、設備の完成

は令和 3 年 3 月を目標にしています。（竹仲記）

小浜線に観光列車「丹後くろまつ号」が走る

防災行政無線、戸別告知放送システム更新

著名な水戸岡鋭治氏デザインの丹後くろまつ号

防災情報伝達システムのイメージ図

車内は天然木を贅沢に使った高級感あふれる空間

LPWA 対応の個別告知放送端末概要
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平
成
30
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算

は
、
山
口
前
町
長
が
町
政
を
担
当

し
た
最
後
の
会
計
決
算
と
な
っ
た

も
の
で
、
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は

91
億
7
5
0
8
万
4
千
円
、
歳
出
は

86
億

2
1
2
5

万
7
千
円
と
な
り

5
億
5
3
8
2
万
7
千
円
の
歳
入
歳

出
差
引
額
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
事

業
と
し
て
、
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国

体
・
大
会
や
、
台
湾
新
北
市
石
門
区
姉

妹
都
市
提
携
30
周
年
記
念
事
業
等
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
歳
入
に
原
子
力
発

電
所
の
立
地
地
域
特
有
の
交
付
金
等
の

減
額
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
す
る

歳
出
が
考
慮
さ
れ
た
決
算
と
な
り
ま
し

た
。
議
案
は
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
て
審
議
し
、
本
会
議
に
お
い

て
、
賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
（
11
会
計
）
の
総
支

出
額
38
億
1
3
3
1
万
3
千
円
、
企

業
会
計
（
上
水
道
会
計
）
の
総
支
出
額

2
億
8
1
6
3
万
7
千
円
も
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

9
月
補
正
予
算
も
上
程
さ
れ
、
そ
の

主
な
事
業
と
内
容
は
6
頁
に
掲
載
し
ま

し
た
。

一
般
質
問
は
4
名
が
質
問
台
に
立
ち
、

町
行
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
（
8
頁

〜
11
頁
掲
載
）。
追
加
議
案
と
し
て
、
美

浜
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
（
同
意
）

と
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
（
留
任
）
が
あ

り
、
双
方
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

美
浜
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

か
ら
の
「
芝
張
り
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
場
の
整
備
」
に
係
る
陳
情
が
採
択

さ
れ
、
ま
た
、
自
治
労
福
井
県
本
部
か

ら
の
「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書
採
択
」
に
つ
い
て
は
一
部

修
正
し
て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
り
、
本
会
議
の
全
て
の
議
案
等
を
可

決
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

（
辻
井
記
）

9
月
2
日
か
ら
24
日
ま
で
の
23
日
間
、
9
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
歳
入
歳
出

と
も
縮
小
さ
れ
た
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
9
月
補
正
予
算
も
あ
わ
せ
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

9 月 定 例 会
平 成 3 0 年 度 歳 入 歳 出 決 算 を 認 定

・   

●

・   

●

・   

●

・   

●

・  

●

・
◆
・ 

● 

・ 

●  

・
●  

・
●  

・
●  

・
●  

・

台湾新北市石門区との姉妹都市提携 30 周年記念事業

福井しあわせ元気国体・大会
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平成30年度　一般会計歳入歳出決算の認定

会　　計　　名 歳 入 総 額 歳 出 総 額 歳入歳出差引額

診 療 所 事 業 特 別 会 計 1 億 2,533 万円 1 億 2,533 万円 0

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 13 億 911 万円 11 億 9,684 万円 1億1,227万円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 特 別 会 計 1 億 2,382 万円 1 億 1,892 万円 490万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
（ 介 護 保 険 事 業 勘 定 ）

11 億 8,352 万円 11 億 450 万円 7,902万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
（ 介 護 サ ー ビ ス 事 業 勘 定 ）

976 万円 976 万円 0

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 2 億 2,016 万円 2 億 455 万円 1,561万円

集 落 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計 1 億 6,609 万円 1 億 6,442 万円 167万円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 5 億 1,593 万円 5 億 1,578 万円 15万円

産 業 団 地 事 業 特 別 会 計 1,122 万円 1 億 122 万円 0

住 宅 団 地 事 業 特 別 会 計 9,029 万円 8,151 万円 878万円

道 路 用 地 取 得 事 業 特 別 会 計 3 億 4,082 万円 2 億 8,048 万円 6,034万円

合　　計 40 億 9,605 万円 38 億 1,331 万円 2億8,274万円

企　業　会　計 収　入　額 支　出　額 収入支出差引額

上 水 道 事 業 会 計
収 益 的 収 支 1 億 6,161 万円 1 億 5,292 万円 869万円

資 本 的 収 支 8,385 万円 1 億 2,872 万円 △ 4,486万円

※ 資本的収入額が資本的支出額に不足する額 4,486万円は、過年度及び当年度損益勘定留保資金で補填した。

平成30年度　特別会計別決算状況

平成30年度　企業会計決算状況

◎ 歳入の状況　　　　　　　　　　　　    （単位 : 万円、%）

款 平成 29 年度 平成 30 年度 比較増減 増減率 構成比

町 税 289,413 278,881 △ 10,532 △ 3.6 30.4

地 方 譲 与 税 5,335 5,377 42 0.8 0.6

利子割交付金 303 258 △ 45 △ 14.9 0.0

配当割交付金 616 491 △ 125 △ 20.3 0.1

株式等譲渡所
得 割 交 付 金

642 424 △ 218 △ 34.0 0.0

地 方 消 費
税 交 付 金

17,826 18,599 773 4.3 2.0

自 動 車 取 得
税 交 付 金

1,509 1,885 376 24.9 0.2

地方特例交付金 351 432 81 23.1 0.0

地 方 交 付 税 86,707 88,988 2,281 2.6 9.7

交通安全対策
特 別 交 付 金

87 72 △ 15 △ 17.2 0.0

分 担 金 及
び 負 担 金

12,671 11,992 △ 679 △ 5.4 1.3

使 用 料 及
び 手 数 料

9,300 8,829 △ 471 △ 5.1 1.0

国 庫 支 出 金 214,334 162,997 △ 51,337 △ 24.0 17.8

県 支 出 金 155,533 161,391 5,858 3.8 17.6

財 産 収 入 14,928 1,174 △ 13,754 △ 92.1 0.1

寄 附 金 15,789 17,158 1,369 8.7 1.9

繰 入 金 11,325 38,792 27,467 242.5 4.2

繰 越 金 45,679 53,340 7,661 16.8 5.8

諸 収 入 19,384 18,892 △ 492 △ 2.5 2.1

町 債 52,818 47,537 △ 5,281 △ 10.0 5.2

歳 入 合 計 954,550 917,509 △ 37,041 △ 3.9 100.0

◎ 歳出の状況　　　　　　　　　　　　    （単位 : 万円、%）

款 平成 29 年度 平成 30 年度 比較増減 増減率 構成比

議 会 費 9,145 9,629 484 5.3 1.1 

総 務 費 203,414 193,772 △ 9,642 △ 4.7 22.5 

民 生 費 143,177 169,105 25,928 18.1 19.6 

衛 生 費 122,132 117,071 △ 5,061 △ 4.1 13.6 

労 働 費 3,841 3,844 3 0.1 0.4 

農 林 水 産 業 費 84,643 83,751 △ 892 △ 1.1 9.7 

商 工 費 57,964 46,663 △ 11,301 △ 19.5 5.4 

土 木 費 105,013 73,874 △ 31,139 △ 29.7 8.6 

消 防 費 29,163 30,775 1,612 5.5 3.6 

教 育 費 101,643 88,884 △ 12,759 △ 12.6 10.3 

公 債 費 37,582 37,664 82 0.2 4.4 

災 害 復 旧 費 3,491 7,093 3,602 103.2 0.8 

歳 出 合 計 901,208 862,125 △ 39,083 △ 4.3 100.0 

◉平成30年度

　一般会計歳入歳出状況

平成 30 年度の一般会計の歳入歳出決算が、

表の金額で認定されました。

昨年より減額となりましたが、町民 1 人当

たりに換算すると約 91 万 7 千円の歳出にな

ります。
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令
和
元
年
度
9
月
の
一
般
会
計
の
補
正
予
算
と
し
て
、
歳
入
・

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
4
億

8
1
3
5

万
3
千
円
が
追
加
さ
れ
、
そ
の

半
額
近
く
が
ま
ち
づ
く
り
基
金
と
し
て
積
立
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
基
金
積
立
金
に

　
　
　
　
　

2
億

3
1
0
0

万
円
を
積
立

9
月
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
で
は
健
康
楽
膳
拠
点
施
設
「
こ
る
ぱ
」
の

看
板
、「
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
創
出
事
業
、
そ
し
て
前
記
の
ま
ち
づ
く
り
基
金
積
立
金
な

ど
で
2
億
4
千
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
民
生
費
で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
ほ
ほ
え
み
」
の
ボ
イ
ラ
ー
の
交
換
工
事
に
1
6
0
0
万
円
が
計
上
、
衛
生
費
で
は
、

敦
賀
市
と
の
廃
棄
物
処
理
広
域
化
事
業
の
負
担
金
と
し
て
7
8
8
万
円
を
計
上
。
農
林

水
産
事
業
で
は
、
県
単
小
規
模
土
地
改
良
事
業
費
に
9
7
0
万
円
、
丹
生
漁
協
の
冷
凍

冷
蔵
庫
の
施
設
整
備
費
の
補
助
と
し
て
3
2
0
0
万
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
土
木
費
で

は
、
空
家
等
対
策
事
業
の
補
助
金
と
し
て
1
0
0
万
円
、
道
路
維
持
補
修
工
事
と
し
て

2
5
0
0
万
円
。
県
道
改
良
事
業
に
6
1
0
万
円
の
県
負
担
。
町
道
笹
田
〜
苧
道
路
改

修
事
業
の
工
事
費
に
4
8
0
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
冬
期
除
雪
対
策
費
と

し
て
委
託
料
も
含
め
6
2
0
0
万
円
の
補
正
を
計
上
し
ま
し
た
。
消
防
費
で
は
、
防
災

行
政
無
線
整
備
工
事
費
に
2
5
0
0
万
円
を
、
教
育
費
で
は
、
来
年
の
美
浜
・
五
木
ひ

ろ
し
ふ
る
さ
と
マ
ラ
ソ
ン
の
準
備
事
業
に
1
6
0
万
円
、
総
合
運
動
公
園
と
給
食
セ
ン

タ
ー
の
改
修
、
修
繕
費
に
約
7
0
0
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

（
辻
井
記
）

9
月
補
正
予
算
の
概
要

令和元年度　一般会計 9 月補正予算概要

◎ 歳出予算の内訳（主要事項）　●：新規事業　○：拡充事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 : 万円）

款 補正額 主　要　事　項 金額 事　業　概　要　等

総務費 24,099 

○ 美浜ふるさと納税推進事業 161 
温室効果ガス化等の改修を行う工事費ふるさと納税をきっ
かけとした応援人口の拡大を図るための手法や、魅力ある
情報発信の方法等を検討する。

● 「ふるさと応援団」創出事業 306 
本町に縁ある町外在住者（応援人口）を「ふるさと応援団（仮
称）」として登録する制度や、まちづくりへの参画の仕組み
を検討する。

まちづくり基金積立金 23,100 
平成 30 年度歳入歳出決算上生じた剰余金（繰越金）の 1/2
を積立てる。

農林水
産業費

4,196 水産振興施設整備事業 3,200 
丹生地区の老朽化した魚介類冷凍冷蔵施設の整備費につい
て補助し、地域の水産振興の推進を図る。

土木費 13,764 
美浜町スマートコンパクト
シティ魅力創造拠点化事業

3,566 
地域づくり拠点化施設（道の駅）整備に伴う代替地取得及び
分筆登記費用等

消防費 2,508 防災行政無線整備事業 2,508 
プロポーザルにより決定した新たな防災情報伝達システム
の整備費（令和元年から 2 年度まで継続費設定）

一般会計補正予算（9 月）  4 億 8,135 万円を可決

補正後予算総額　92 億 3,135 万円
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予
算
決
算

常
任
委
員
会

付
託
案
件
16
件

前
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
を
賛
成
多
数

で
認
定

（
歳
入
全
般
）

問

町
税
の
収
納
状
況
で
、
固
定
資
産
が

1
億
2
3
0
3
万
2
千
円
の
減
収

と
な
っ
て
い
る
が
主
な
要
因
は
な
に
か
。

答

固
定
資
産
税
の
見
直
し
に
よ
り
、

標
準
的
な
土
地
の
課
税
標
準
額
が

下
落
し
て
い
る
こ
と
、
原
子
力
発
電
施

設
や
送
電
施
設
、
配
電
施
設
、
更
に
水

力
発
電
施
設
等
の
償
却
資
産
の
課
税
台

帳
価
格
の
簿
価
額
が
下
が
っ
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
。
ま
た
、
美
浜
発
電
所
の

1
・
2
号
の
廃
炉
の
除
却
の
影
響
も
出

て
き
た
こ
と
も
あ
る
。

（
総
務
費
）

問

美
浜
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
の

返
礼
品
は
、
業
者
が
先
行
し
て
進

め
て
い
く
の
か
、
行
政
が
町
内
の
産
業
を

勘
案
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
の
か
。

答

返
礼
品
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
町

内
業
者
を
対
象
に
出
品
基
準
等
の

説
明
会
を
開
催
し
、
そ
こ
で
業
者
か
ら
出

た
返
礼
品
を
出
し
て
い
る
。

（
農
林
水
産
業
費
）

問

有
害
鳥
獣
対
策
事
業
で
、
捕
獲
数

が
減
少
し
て
い
る
の
に
、
事
業
費

が
上
が
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答

施
設
の
使
用
負
担
金
が
昨
年
に
比

べ
増
え
て
お
り
、
こ
の
中
に
は
償

却
費
、
経
費
負
担
金
及
び
改
修
工
事
費
が

含
ま
れ
て
い
る
。

（
商
工
費
）

問

は
あ
と
ふ
る
体
験
推
進
事
業
で
、

昨
年
に
比
べ
て
減
少
し
て
い
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
伸
ば
し
て

い
く
の
か
。

答

課
題
等
の
検
討
は
、
毎
月
、
委
員

会
や
理
事
会
で
検
討
し
て
い
る
。

体
験
メ
ニ
ュ
ー
も
75
か
ら
現
在
44
に

絞
っ
て
充
実
性
を
高
め
た
。
今
後
は
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
議
会
の
繋
が
り
や
民
宿

体
験
等
の
受
け
入
れ
を
敦
賀
市
と
若
狭
町

を
含
め
た
広
域
化
の
流
れ
で
進
め
て
い
き

た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
辻
井
記
）

常
任
委
員
会
の
動
き

総
務
文
教

常
任
委
員
会

付
託
案
件
1
件

美
浜
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問

旧
氏
で
も
印
鑑
登
録
を
行
う
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
る
が
、
登
録

者
が
旧
氏
の
記
載
の
有
無
を
選
択
す
る
こ

と
に
な
る
の
か
。

答

11
月
5
日
に
、
改
正
さ
れ
た
住
民

基
本
台
帳
法
が
施
行
さ
れ
、
本
人

か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
住
民
基
本
台
帳

に
旧
氏
が
記
載
さ
れ
る
。　
　

  

（
辻
井
記
）

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

付
託
案
件
3
件

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
、
水
道
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
の
3
議
案
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
町
内
に
お
け
る
芝
張
り
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
に
つ
い

て
」
の
陳
情
に
つ
い
て
協
議
し
高
齢
者
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
有
意
義
で
あ
る
こ
と
か

ら
全
員
賛
成
で
採
択
し
ま
し
た
。

問

町
に
は
、
条
例
に
定
め
る
家
庭
的

保
育
事
業
等
に
該
当
す
る
施
設
は

な
い
の
か
。

答

家
庭
的
保
育
事
業
、
小
規
模
保
育

事
業
、
事
業
所
内
保
育
事
業
、
居

宅
訪
問
型
事
業
の
4
事
業
に
分
類
さ
れ
る

が
、
美
浜
町
内
に
は
該
当
施
設
は
な
い
。

問

3
歳
以
上
児
の
副
食
費
が
無
償
か

ら
有
償
に
な
っ
て
お
り
、
効
果
の

あ
る
改
正
に
な
っ
て
い
な
い
と
思
う
が
ど

う
考
え
る
か
。

答

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
で
無
償

化
が
決
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
保

育
事
業
運
営
の
国
の
基
準
が
変
わ
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
よ
り

義
務
教
育
の
児
童
・
生
徒
の
食
事
代
は

有
償
で
あ
り
、
公
平
性
を
確
保
す
る
国

の
方
針
に
沿
っ
て
3
歳
以
上
の
副
食
費

を
有
償
に
し
た
。

問

近
隣
、
他
の
市
町
の
食
事
代
等
の

状
況
は
ど
う
な
の
か
。

答

お
お
い
町
は
全
額
補
助
、
高
浜
町

は
半
額
助
成
す
る
方
向
と
聞
い
て

い
る
。
敦
賀
市
と
若
狭
町
は
美
浜
町
と
同

様
、
月
4
5
0
0
円
を
徴
収
す
る
。
現
在
、

美
浜
町
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
計
画
の
見
直
し
の
中
で
財
政
状
況
等

考
慮
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
食

事
以
外
の
保
育
料
無
償
化
に
よ
り
年
間
約

4
0
0
0
万
円
、
町
の
負
担
と
な
る
。

（
梅
津
記
）
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質 問 9月定例会では4人の議員が一般質問に立ち、

町行政のあり方について、問いただしました。

行
政
視
察
の
受
け
入
れ
を
町
の

P
R
と
結
び
つ
け
る
べ
き
だ

（
美
浜
町
へ
の
行
政
視
察
に
つ
い
て
）

問

行
政
視
察
の
受
け
入
れ
を
町
の

P
R
と
結
び
つ
け
、
食
事
、
宿
泊

場
所
の
紹
介
を
行
え
ば
、
公
民
連
携
の
観

光
P
R
に
発
展
す
る
。

見
て
も
ら
い
た
い
施
策
事
業
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
、

視
察
の
受
け
入
れ
体
制
を
し
っ
か
り
整
え

て
い
く
べ
き
だ
。

町長

町
に
対
す
る
理
解
や
信
頼
を
獲
得

す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
町
の
魅

力
や
個
性
を
戦
略
的
に
P
R
で
き
る
内

容
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し
を
か

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

意見

美
浜
町
が
先
駆
的
な
子
育
て
、
教

育
、
福
祉
事
業
を
つ
く
っ
て
い

く
、
一
歩
進
ん
だ
施
策
を
充
実
さ
せ
て
い

く
べ
き
だ
。

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
が
広
が

る
道
を
つ
く
れ

!

（
子
ど
も
議
会
の
開
催
に
つ
い
て
）

問

子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
区
と
い
う

単
位
の
社
会
環
境
に
適
応
で
き
な

か
っ
た
だ
け
で
、
不
登
校
や
生
き
て
い
く

環
境
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
特
認
校
や
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
1
つ
で
も
多
く
で
き
る

こ
と
が
、
子
ど
も
が
生
き
て
い
く
可
能
性

の
幅
を
広
げ
る
こ
と
に
な
る
。
政
治
的
環

境
か
ら
は
「
声
な
き
声
」
と
言
わ
れ
て
き

た
子
ど
も
た
ち
の
声
を
、
ど
う
受
け
と

め
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
か
と

い
う
の
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

全
国
的
に
も
県
内
で
も
、「
子
ど
も
議
会
」

の
開
催
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
美
浜
町
で

は
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

まちづくり
推進課長

平
成
17
年
3
月
に
第
四
次
美
浜
町

総
合
振
興
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
識

の
醸
成
、
啓
発
を
図
る
と
い
う
こ
と
を

目
的
に
、
美
浜
中
学
校
の
生
徒
を
対
象

に
「
子
ど
も
議
会
」
を
開
催
し
て
い
る
。

平
成
24
年
11
月
に
は
、
三
方
五
湖
青
年

会
議
所
の
主
催
で
、
中
学
生
を
対
象
と

し
た
「
子
ど
も
議
会
」
が
開
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
降
、「
子
ど
も
議
会
」
の
開
催
に

つ
い
て
具
体
的
な
検
討
は
お
こ
な
っ
て

い
な
い
。

意見

多
数
の
子
ど
も
を
学
校
教
育
に
適

応
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
多
様
性

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
が
広
が
る
道

を
つ
く
る
の
が
教
育
行
政
の
役
割
だ
。

先
生
の
主
観
が
入
ら
な
い
、
子
ど
も
た
ち

の
個
性
あ
る
主
張
を
展
開
さ
せ
る
。
議
会

制
民
主
主
義
を
実
体
験
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
の
権
利
を
、
自
ら
が
主
体
性
を
発
揮

し
て
確
立
し
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
。
そ
れ
は
必
ず
美
浜
町
の
未
来
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
。
美
浜
町
で
も

「
子
ど
も
議
会
」
を
開
催
す
る
べ
き
だ
。

し
じ
み
汁
定
食
を
つ
く
る
と
い

い

!

（
美
浜
町
健
康
楽
善
拠
点
施
設
「
こ
る

ぱ
」
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
と
物

産
に
つ
い
て
）

問
「
楽
膳
」
と
は
「
四
季
折
々
の
日
々

の
食
事
に
よ
っ
て
健
康
を
取
り
戻

し
、
楽
し
く
膳
を
囲
み
、
身
も
心
も
穏
や

か
に
す
る
食
養
を
目
的
と
し
た
健
康
的
な

料
理
な
ど
」
と
い
う
意
味
の
造
語
だ
と
い

う
説
明
を
受
け
て
き
た
。

「
こ
る
ぱ
」
の
メ
ニ
ュ
ー
（
カ
ツ
カ
レ
ー
、

と
ん
か
つ
ラ
ン
チ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
熊
本
か

ら
あ
げ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
、
ね

ば
ね
ば
冷
や
し
そ
ば
・
う
ど
ん
、
梅
お
ろ

し
そ
ば
・
う
ど
ん
）
の
ど
こ
に
、「
楽
膳
」

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

観光戦略
課長

現
在
の
メ
ニ
ュ
ー
に
使
用
さ
れ
て

い
る
野
菜
の
ほ
と
ん
ど
は
地
元
で

と
れ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
米

や
シ
ジ
ミ
、
梅
に
つ
い
て
も
美
浜
町
産

を
使
用
し
て
い
る
。

来
場
者
に
は
、「
み
は
ま
虹
彩
食
」
の
コ

ン
セ
プ
ト
が
わ
か
る
よ
う
に
表
示
す
る

な
ど
、
食
に
よ
る
健
康
食
の
理
解
、
醸

成
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

意見

久
々
子
湖
産
の
し
じ
み
の
味
噌
汁

は
、
地
元
感
を
感
じ
る
。
大
き
な

器
に
し
じ
み
汁
を
入
れ
て
、
御
飯
と
お
か

ず
1
品
が
付
く
よ
う
な
、「
し
じ
み
汁
定

食
」
を
つ
く
る
と
い
い
。
し
じ
み
は
肝
機

能
に
効
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、「
楽

膳
」
の
テ
ー
マ
に
も
合
う
。

河本 猛 議員
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一 般質問、返答については質問者の

文責で掲載しています。

福
祉
政
策
に
つ
い
て

問

病
児
病
後
児
保
育
施
設
「
は
ぴ
け

あ
」
に
つ
い
て
、
現
在
の
利
用
状

況
は
。

福祉
課長

昨
年
度
、
敦
賀
市
と
共
同
連
携
を

し
、
本
年
4
月
8
日
か
ら
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
る
。
実
績
に
つ
い
て
は
、

敦
賀
市
と
美
浜
町
合
わ
せ
て
延
べ
人
数

1
9
4
人
、
1
日
当
た
り
平
均
1
・
9

人
で
あ
る
。
う
ち
、
美
浜
町
は
延
べ
7
人

で
、
全
体
の
3
・
6
%
と
な
っ
て
い
る
。

問

施
設
を
利
用
さ
れ
た
保
護
者
の
意

見
・
希
望
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

福祉
課長

「
仕
事
を
休
め
な
か
っ
た
の
で
助

か
り
ま
す
」
と
い
っ
た
も
の
や
、

利
用
の
動
機
と
し
て
「
知
人
か
ら
の
紹

介
で
「
は
ぴ
け
あ
」
を
利
用
し
た
」
等

の
声
を
頂
い
て
お
り
、
利
用
者
か
ら
は

お
お
む
ね
好
評
を
博
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
。

一
方
、
要
望
と
し
て
は
、
時
間
の
問
題

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
柔
軟
に
対
応
し
て

い
る
。

問

今
後
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
施
設
を

美
浜
町
の
人
に
よ
り
多
く
利
用
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性

を
考
え
て
い
る
か
。

福祉
課長

こ
れ
ま
で
「
広
報
み
は
ま
」
や
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町
の
子
育

て
情
報
誌
等
に
掲
載
し
、
機
会
が
あ
る

度
に
「
は
ぴ
け
あ
」
の
紹
介
案
内
を
し

て
き
た
。

教
育
問
題
に
つ
い
て

問

教
育
セ
ン
タ
ー
「
な
な
い
ろ
」
に

つ
い
て
、
現
在
の
利
用
状
況
は
ど

う
か
。

教育政策
課長

8
月
現
在
の
登
録
者
は
、
3
人
で

あ
る
。
学
校
復
帰
へ
の
一
つ
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、
ま
た
、
学
校
・

家
庭
以
外
の
居
場
所
と
し
て
、
生
活
リ

ズ
ム
を
整
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

問

ス
タ
ッ
フ
と
生
徒
は
、
ど
の
よ
う

な
体
制
で
勉
強
し
て
い
る
の
か
。

教育政策
課長

全
部
で
3
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
働
い

て
い
る
。
学
習
面
を
支
援
し
た

り
、
学
校
や
関
係
機
関
と
の
連
携

を
担
当
す
る
教
職
員
O
B
の
所
長
が
1

人
、
子
ど
も
と
寄
り
添
い
な
が
ら
向
か

い
合
っ
て
活
動
自
体
を
支
援
す
る
社
会

福
祉
協
議
会
の
職
員
が
1
人
、
子
ど
も

や
保
護
者
、
あ
る
い
は
関
係
者
の
話
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
相
談
に
応
じ
て
い
く

ス
タ
ッ
フ
が
1
人
、
こ
れ
ら
の
ス
タ
ッ

フ
の
連
携
に
よ
り
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

健
康
楽
膳
の
施
設
「
こ
る
ぱ
」
に

つ
い
て

問

7
月
20
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

し
た
が
、
メ
ニ
ュ
ー
の
値
段
は
全

て
管
理
者
に
任
せ
て
あ
る
の
か
。

観光戦略
課長

現
時
点
に
お
い
て
は
、
指
定
管
理

者
に
任
せ
て
い
る
。

問

レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
け
る
地
元
雇
用

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
行
政

か
ら
は
高
額
な
補
助
金
が
充
て
ら
れ
て
い

る
が
。

観光戦略
課長

募
集
チ
ラ
シ
の
配
布
や
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
の
登
録
に
よ
り
募
集
を

行
っ
て
い
た
が
、
な
か
な
か
応
募

が
無
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

9
月
か
ら
は
、
接
客
・
食
の
提
供
に
熟

練
し
た
経
験
者
を
採
用
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

仲嶌 正一 議員

健康楽膳拠点施設こるぱ
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質 問 9月定例会では4人の議員が一般質問に立ち、

町行政のあり方について、問いただしました。

保
育
料
の
無
償
化
に
伴
い
受
入

体
制
は
万
全
か

正
職
員
の
確
保
が
必
要
A
I
・
I
C
T

導
入
も
視
野
に

問

10
月
か
ら
の
保
育
料
無
償
化
に
よ

る
園
児
の
増
加
は
あ
る
の
か
。

福祉
課長

美
浜
町
は
3
歳
児
以
上
の
園
児
は

ほ
ぼ
全
員
入
園
し
て
い
る
。
0
歳

〜
2
歳
児
は
5
人
受
け
入
れ
を
行
っ
て

お
り
、
来
年
度
以
降
未
満
児
が
増
え
る

可
能
性
が
あ
る
。

問

保
育
料
の
無
償
化
は
延
長
保
育
や
、

休
日
保
育
も
対
象
に
な
る
の
か
。

福祉
課長

現
在
、
延
長
保
育
料
と
し
て
、
30

分
1
0
0
円
を
頂
い
て
お
り
、

こ
れ
は
制
度
改
正
後
に
お
い
て
も
保
護

者
の
方
か
ら
頂
く
こ
と
に
な
る
。

問

現
在
、
保
育
園
の
職
員
の
半
数
以

上
が
非
常
勤
職
員
で
あ
る
。
非
常

勤
職
員
は
業
務
に
多
く
の
制
限
が
あ
り
、

そ
の
負
担
が
正
規
職
員
に
か
か
っ
て
き
て

い
る
。
も
っ
と
正
規
職
員
を
増
や
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

町長

8
月
1
日
現
在
で
、
正
規
職
員
の

保
育
士
は
36
名
、
非
常
勤
職
員
の

保
育
士
は
44
名
、
計
80
名
で
保
育
を
行
っ

て
い
る
。
正
規
保
育
士
の
採
用
に
つ
い
て

は
、
退
職
者
数
の
推
移
、
保
育
の
需
要
な

ど
を
見
極
め
な
が
ら
計
画
的
に
配
置
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

未
満
児
の
子
供
は
本
来
、
母
親
の

十
分
な
愛
情
に
包
ま
れ
て
育
つ
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
1
歳
に

な
る
前
の
期
間
は
親
が
し
っ
か
り
育
児
を

す
る
体
制
を
確
保
で
き
る
施
策
を
考
え
て

は
と
思
う
。
例
え
ば
、
こ
の
1
年
間
一
人

当
た
り
一
カ
月
当
た
り
12
万
円
支
給
し

て
、
家
庭
で
見
て
も
ら
う
の
は
ど
う
か
。

町長

親
と
過
ご
す
た
め
の
施
策
、
こ
う

い
っ
た
も
の
は
非
常
に
重
要
と
考

え
る
。
今
年
、
美
浜
町
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
を
有
識
者
、
町
民

の
方
々
に
よ
る
検
討
を
考
え
て
い
る
。

議
論
を
通
し
て
、
低
年
齢
児
の
子
育
て

支
援
策
を
考
え
た
い
。

問

保
育
園
は
園
児
の
保
育
以
外
に
多

く
の
事
務
的
な
作
業
が
あ
る
。
こ

の
業
務
改
善
に
A
I
・
I
C
T
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

町長

保
育
業
務
の
改
善
は
必
須
と
考
え

る
。
ご
提
案
の

A
I
・
I
C
T

導
入
に
つ
い
て
は
他
の
保
育
園
で
も
活

用
の
実
績
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
情
報
収

集
を
行
い
検
討
し
、
保
育
士
の
業
務
の

軽
減
に
努
め
る
。

問

保
育
園
で
の
年
度
切
り
替
え
に
お

い
て
、
新
学
期
の
前
に
1
週
間
程

度
の
休
み
を
入
れ
る
べ
き
で
な
い
か
。
1

日
で
学
年
の
移
動
で
園
児
は
戸
惑
う
し
、

保
育
士
の
新
年
度
へ
の
対
応
が
非
常
に
困

難
を
極
め
て
い
る
。

町長

ご
指
摘
の
通
り
、
3
月
30
日
ま

で
、
園
児
が
い
る
中
で
翌
日
の
4

月
1
日
か
ら
新
入
園
児
の
受
入
れ
や
進

級
時
の
保
育
室
の
準
備
な
ど
、
現
場
は

非
常
に
大
変
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
、

保
育
園
と
相
談
し
な
が
ら
方
策
を
検
討

す
る
。

リ
ゾ
ー
ト
新
線
建
設
期
成
同
盟

解
散
に
伴
う
基
金
の
使
途
は

嶺
南
地
域
交
通
活
性
化
協
議
会
で
協
議
中

問

平
成
9
年
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
新
線
建

設
基
金
と
し
て
積
立
て
た
約
81
億

円
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
に
積
立
を
中
止

し
て
か
ら
2
年
半
ほ
ど
経
過
し
て
お
り
、

そ
の
使
い
道
に
つ
い
て
平
成
29
年
度
中
に

結
論
を
出
す
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で

何
の
提
案
も
な
い
。
現
在
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

町長

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
開
業
を
見
据

え
て
、
嶺
南
地
域
に
お
け
る
2
次

交
通
の
充
実
や
観
光
、
移
住
・
定
住
の

促
進
な
ど
嶺
南
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
活
用
方
法
に
つ
い
て
広
く
検
討
し

て
き
た
が
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
ま

だ
結
論
に
達
し
て
い
な
い
。
今
年
4
月

に
嶺
南
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

を
設
立
し
協
議
中
で
あ
る
。

問

小
浜
線
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
に

使
う
べ
き
で
あ
り
、
基
金
を
利
用

し
て
観
光
（
レ
ス
ト
ラ
ン
）
列
車
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

町長

10
月
25
日
、
26
日
の
両
日
京
丹
後

鉄
道
の
レ
ス
ト
ラ
ン
列
車
「
く
ろ

ま
つ
号
」
が
運
行
さ
れ
る
。
こ
の
運
行

を
通
し
て
効
果
等
を
見
極
め
な
が
ら
交

通
網
計
画
に
載
る
項
目
と
考
え
る
。
観

光
誘
客
を
図
る
手
段
と
し
て
有
効
と
思

う
。
今
後
も
嶺
南
各
市
町
と
協
議
を
重

ね
な
が
ら
嶺
南
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
内
容
を
要
望
し
て
い
く
。

竹仲 良廣 議員
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原
子
力
発
電
所
の
新
検
査
制
度

に
つ
い
て

問

13
カ
月
運
転
を
最
長
と
す
る
定
期

検
査
制
度
を
廃
し
、
電
力
会
社
の

定
期
事
業
者
検
査
が
来
年
4
月
か
ら
実
施

さ
れ
る
。
原
発
の
安
全
運
転
に
関
す
る
担

保
を
「
国
の
一
元
管
理
」
と
し
て
町
民
に

説
明
し
て
き
た
が
、
そ
れ
が
崩
れ
る
。

町長

新
検
査
制
度
で
は
、
原
子
力
規
制

委
員
会
は
原
子
力
事
業
者
等
の
保

安
活
動
全
般
を
監
視
し
、
許
認
可
事
項

や
技
術
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
否
か

の
判
断
を
行
う
。

問

「
電
力
会
社
の
自
主
検
査
に
委
ね

る
」
制
度
と
聞
い
て
い
る
が
、
具

体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
。
新
検
査
制
度

は
、
一
般
町
民
に
も
我
々
議
員
に
も
全
然

見
え
て
い
な
い
。

町長

町
民
の
皆
様
に
御
理
解
い
た
だ
け

る
取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
。

問

例
え
ば
運
転
中
に
配
管
や
重
要
な

対
象
機
器
が
損
傷
し
、
関
電
が
「
次

の
定
検
ま
で
運
転
し
て
も
大
丈
夫
」
と
の

技
術
的
判
断
を
し
た
ら
、「
止
め
な
く
て

も
運
転
で
き
る
制
度
に
な
る
」
と
い
う
の

は
間
違
い
な
い
か
。

エネルギー
政策課長

事
業
者
と
し
て
検
査
を
し
た
記
録

は
保
存
す
る
し
、
規
制
委
員
会
へ

報
告
す
る
。

問

そ
れ
で
は
、
原
子
力
の
安
全
と
し

て
は
非
常
に
心
も
と
な
い
。
例
え

ば
、
配
管
に
亀
裂
が
入
っ
た
。
そ
の
解
析

を
ど
う
す
る
か
。
経
年
劣
化
を
考
慮
し
た

動
的
な
解
析
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。
で

き
な
い
と
思
う
。

今
ま
で
の
制
度
は
、「
傷
を
発
見
し
た
ら
、

止
め
て
、
取
り
か
え
る
」
こ
と
を
や
っ
て

き
た
。
そ
れ
で
も
事
故
は
起
き
る
。
規
制

庁
を
呼
ん
で
新
検
査
制
度
を
説
明
し
て
も

ら
い
た
い
。
同
時
に
原
発
に
批
判
的
な
研

究
者
の
意
見
も
聞
く
べ
き
だ
。
原
子
力
を

批
判
し
て
き
た
人
た
ち
が
、
福
島
原
発
事

故
を
予
測
し
た
。
町
民
の
安
全
に
ど
ち
ら

が
貢
献
し
た
か
は
、
明
白
で
あ
る
。

町長

安
全
確
保
の
た
め
の
取
り
組
み
等

に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

取
り
上
げ
て
周
知
で
き
る
よ
う
な
努
力

を
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

美
浜
3
号
機
の
再
稼
働
に
つ
い
て

問

2
号
機
事
故
で
は
、
非
常
に
重
要

な
機
器
が
機
能
し
な
か
っ
た
。
炉

心
水
位
計
、
緊
急
時
炉
心
冷
却
シ
ス
テ

ム
、
加
圧
器
逃
が
し
弁
、
主
蒸
気
隔
離

弁
、
等
で
あ
る
。
ま
っ
た
く
ず
さ
ん
で
あ

る
。
3
号
機
事
故
は
、
確
実
に
防
げ
た
事

故
で
あ
っ
た
。
破
砕
し
た
配
管
が
長
期
に

わ
た
り
点
検
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
1
年

前
に
知
り
な
が
ら
、
関
電
は
次
回
定
検
に

先
送
り
し
た
。
原
発
の
運
転
を
止
め
、
配

管
を
取
り
か
え
て
い
れ
ば
、
死
傷
事
故
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
11
人
の
死
傷
者
を
出

す
重
大
事
故
を
起
こ
し
な
が
ら
、
刑
事
罰

を
伴
う
責
任
を
誰
も
問
わ
れ
て
い
な
い
。

責
任
の
あ
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
。

町長

事
故
の
事
象
に
つ
い
て
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
は
承
知

し
て
い
る
。
し
か
し
、
事
故
事
象
の
発

生
の
都
度
、
徹
底
し
た
原
因
究
明
が
な

さ
れ
、
安
全
対
策
等
へ
の
対
応
が
と
ら

れ
て
き
た
。

政
府
で
は
「
新
規
制
基
準
」
を
ク
リ
ア

し
た
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
つ
い

て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
専
門
的
な

判
断
に
委
ね
、
そ
の
判
断
を
尊
重
す
る

と
し
て
い
る
。

意見

前
原
子
力
規
制
委
員
長
は
、「
新
規

制
基
準
に
合
格
し
て
も
安
全
を
保

障
す
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
言
っ
た
。
耐

震
規
制
の
問
題
で
は
、
普
通
に
は
地
震
動

実
測
値
の
上
限
値
を
と
っ
て
対
策
を
と

る
。
原
子
力
の
場
合
は
、
最
大
値
と
最
小

値
の
中
間
値
を
基
準
地
震
動
に
入
れ
て
い

る
。
こ
ん
な
や
り
方
は
間
違
っ
て
い
る
と

私
は
言
っ
て
い
る
。

国
の
安
全
審
査
は
、
地
震
が
起
き
て
も
、

1
カ
所
し
か
損
傷
を
想
定
し
て
い
な
い
。

大
き
な
地
震
が
き
た
ら
、
そ
う
い
う
こ
と

は
あ
り
得
な
い
。
町
長
の
答
弁
を
踏
ま

え
、
新
検
査
制
度
に
つ
い
て
、
今
後
の
検

討
を
し
た
い
。

松下 照幸 議員
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【
場
所
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ
す

（
参
加
者
20

名
）

漁
業
の
後
継
者
問
題
に
つ
い
て

問

美
浜
町
に
お
い
て
は
、
日
々
の
漁
業

後
継
者
対
策
に
目
に
見
え
た
具
体
的

な
内
容
は
あ
る
の
で
す
か
。

答

問
題
を
解
消
す
る
一
つ
と
し
て
、
日

向
で
は
通
年
型
定
置
網
を
県
の
補
助

を
頂
き
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
冬
は
寒
釣

り
収
益
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
温
暖

化
の
た
め
海
水
温
度
も
上
が
り
、
磯
焼
け
で

ウ
ニ
・
ア
ワ
ビ
が
獲
れ
な
い
問
題
で
、
行
政

と
県
は
育
苗
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問

漁
師
の
後
継
者
が
少
な
い
と
い
い
ま

す
が
、
日
向
の
定
置
網
な
ら
固
定
給

が
も
ら
え
る
の
で
構
わ
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
個
人
商
売
と
な
る
と
そ
う
簡
単
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
個
人
商
売
が
で
き
な
い

と
定
置
網
の
給
料
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

答

経
験
か
ら
の
親
心
と
収
入
の
安
定
を

望
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、
よ
く
理
解

で
き
ま
す
。

問

我
々
も
ま
だ
体
力
的
に
は
大
丈
夫
だ

と
思
い
ま
す
が
、
後
継
者
づ
く
り
と

し
て
は
も
う
遅
い
と
思
い
ま
す
。
人
口
も
少

な
く
な
り
、
他
の
市
町
村
で
は
空
家
を
活
用

し
た
住
居
ま
で
用
意
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
を
雇
っ
て
い
る
と
も

聞
い
て
い
ま
す
。
わ
が
町
で
も
考
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

答

漁
師
は
に
わ
か
に
出
来
な
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
経
験
を
積
ま
な
い
と

で
き
な
い
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
雇
い
人

に
関
し
、
空
家
対
策
情
報
と
し
て
聞
い
て

お
き
ま
す
。

問

昔
は
、
初
め
て
個
人
漁
師
と
な
る
人

に
は
、
資
材
の
準
備
金
が
出
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
今
は
こ
う
い
っ
た
助
成
金
・

補
助
金
制
度
は
な
い
の
で
す
か
。

答

農
業
で
は
大
型
農
機
を
購
入
す
る
場

合
は
町
が
補
助
金
を
出
し
て
い
る
シ

ス
テ
ム
は
あ
り
ま
す
が
、
漁
業
に
関
し
て
は

聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
行
政
に
確
認
し

ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

 

（
仲
嶌
記
）

議会と

語ろう会

2班
【
対
象
団
体
】

美
浜
町
商
工
振
興
会

【
場
所
】
わ
か
さ
東
商
工
会
み
は
ま
支
所

（
参
加
者
14

名
）

各
種
事
業
、
採
算
の
議
論
が
見
え
な
い

!

問

現
在
進
ん
で
い
る
の
は
、
道
の
駅
、

電
気
遊
覧
船
と
収
益
事
業
が
ほ
と
ん

ど
だ
が
、
維
持
管
理
や
収
益
の
議
論
が
見
え

な
い
。
経
営
は
成
立
す
る
の
か
。

答

議
会
も
そ
れ
ら
を
示
す
よ
う
行
政
に

求
め
て
い
る
。
遊
覧
船
は
2
度
閉
鎖

し
て
お
り
、
議
員
の
懸
念
も
同
様
で
あ
る
。

成
立
の
根
拠
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

道
の
駅
、
も
っ
と
地
元
の
力
を
活
か
せ

!

問

道
の
駅
は
S
P
C
が
造
り
町
が
買
い

取
る
が
、
運
営
責
任
は
誰
が
と
る
の

か
。
地
元
業
者
の
参
入
は
誰
が
認
め
る
の

か
。
地
元
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
場
は
あ
る

の
か
。
施
設
が
で
き
た
後
で
は
困
る
。

答

議
会
は
特
別
委
員
会
を
設
け
て
検
討

し
て
い
る
。

土木
建築課

道
の
駅
建
設
・
運
営
の
基
本
と
な
る

要
求
水
準
書
に
、
町
内
の
「
産
業
振

興
・
生
産
品
の
優
先
・
小
規
模
生
産

者
の
育
成
・
民
間
施
設
と
の
シ
ナ
ジ
ー
」
等

を
明
示
し
て
い
る
。
ま
た
S
P
C
と
の
協

議
の
中
に
、
テ
ナ
ン
ト
加
入
へ
の
地
元
業
者

の
意
見
を
反
映
す
る
機
会
を
設
け
る
。

問

協
議
会
で
は
、
反
論
で
き
な
い
段
階

ま
で
進
ん
だ
総
論
説
明
が
多
く
、
そ

れ
で
決
ま
る
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

道
の
駅
も
、
地
元
事
業
者
に
策
定
を
依
頼
す

れ
ば
原
案
を
出
す
努
力
は
で
き
る
。
し
か
し

最
初
か
ら
、
別
の
事
業
者
を
連
れ
て
く
る
や

り
方
で
は
、
意
見
も
言
え
ず
疑
問
で
あ
る
。

答

行
政
は
、
口
が
出
し
に
く
く
や
り
易

い
形
で
進
め
る
感
じ
も
す
る
。
今
回

の
こ
の
意
見
交
換
で
も
、
地
元
事
業
者
と
の

意
思
疎
通
が
十
分
で
な
い
こ
と
に
驚
く
。

土木
建築課

各
種
団
体
と
町
民
が
作
成
し
た
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
事
業
の
応
募
基
準

で
あ
る
要
求
水
準
書
を
町
が
策
定
・

公
募
し
、
提
案
書
を
審
査
し
て
事
業
者
を
選

定
す
る
の
で
、
本
町
に
適
合
し
な
い
提
案
を

採
用
す
る
こ
と
は
な
い
。

問

全
国
の
8
割
近
い
道
の
駅
が
不
採
算

と
聞
く
。
地
元
の
意
見
を
も
っ
と
反

映
し
な
い
と
町
内
の
テ
ナ
ン
ト
参
入
は
少
な

い
と
思
う
。「
こ
る
ぱ
」
に
し
て
も
、
議
会

が
承
認
し
て
で
き
た
訳
で
、
議
会
が
責
任
を

も
っ
て
判
断
し
て
ほ
し
い
。

答

頑
張
り
た
い
。
大
き
な
案
件
は
、
行

政
が
国
や
県
の
予
算
を
確
保
後
の
議

案
に
な
る
の
で
、
後
退
が
難
し
く
、
厳
し
い

意
見
が
出
て
も
可
決
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

予
算
化
の
前
段
階
か
ら
審
議
し
た
い
。

問

道
の
駅
と
役
場
ま
で
の
道
路
が
出
来

て
も
、
ス
マ
ー
ト
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
ー
に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
店
舗
や
医

療
機
関
等
が
で
き
る
構
想
を
一
緒
に
考
え
る

べ
き
と
思
う
が
。

答

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
に
逆
行
す
る

施
設
の
分
散
配
置
が
多
い
と
思
う
。

こ
の
道
路
も
、
道
の
駅
の
予
算
獲
得
の
た
め

の
計
画
で
は
？
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

土木
建築課

現
在
、
J
R
美
浜
駅
前
広
場
活
用
基

本
計
画
策
定
委
員
会
を
設
け
て
、
利

便
性
の
高
い
施
設
の
整
備
を
計
画
し

て
い
る
。

も
っ
と
自
ら
考
え
、
議
論
を
深
め
よ
う

!

問

大
学
の
先
生
に
聞
く
。
外
部
で
基
本

設
計
し
て
も
ら
う
。
行
政
も
議
会
も

無
責
任
。
各
種
団
体
も
何
も
言
わ
な
い
。
そ

ん
な
流
れ
が
30
年
以
上
続
い
て
き
た
。
皆
で

議会と

語ろう会

1班
【
対
象
団
体
】

美
浜
町
漁
業
協
同
組
合

と語ろう会」は、今までの地区や単

美浜町にある団体組織を対象として

場から、将来の町づくりに関する貴

う会を開 催
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議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

答

議
会
と
し
て
も
、
関
係
者
が
参
画
し

て
本
音
の
深
い
議
論
が
で
き
る
環
境

整
備
を
検
討
し
た
い
。

問

予
算
が
付
い
た
か
ら
議
会
で
淡
々
と

決
め
、
行
政
の
や
り
易
い
様
に
進
め

て
き
た
と
、
多
く
の
町
民
は
思
っ
て
い
る
。

改
革
が
必
要
で
あ
り
、
行
政
だ
け
で
は
な
く

議
会
も
私
達
も
変
わ
る
必
要
が
あ
る
。

答

良
い
方
向
に
改
革
で
き
る
よ
う
議
会

で
も
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。
各
議

員
が
個
別
に
議
論
し
て
も
力
に
な
ら
な
い
こ

と
が
多
く
、
皆
さ
ん
の
意
見
が
あ
っ
て
こ
そ

大
き
な
力
に
な
る
。

観
光
振
興
、
推
進
体
制
と
戦
略
の
強
化
を

!

問

は
あ
と
ふ
る
体
験
は
、
年
間
6
千
人

も
の
お
子
様
を
預
か
る
が
、
大
き
な

事
故
リ
ス
ク
も
あ
る
。
責
任
者
は
町
長
な
の

か
、
は
あ
と
ふ
る
協
議
会
の
会
長
な
の
か
。

観光
戦略課

事
業
主
体
は
「
若
狭
美
浜
は
あ
と
ふ

る
体
験
推
進
協
議
会
」
で
あ
り
、
そ

の
会
長
が
責
任
者
に
な
る
。
町
が
推

進
母
体
で
あ
り
、
総
合
賠
償
保
険
の
対
象

に
な
る
。

問

地
元
の
客
を
大
切
に
し
な
い
事
業
が

目
立
つ
。「
こ
る
ぱ
」
の
よ
う
な
も
の

を
つ
く
る
の
が
戦
略
か
。
戦
略
が
甘
い
し
、

そ
れ
が
無
駄
に
な
る
と
思
う
。

答

議
会
も
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
責
任

が
あ
る
。
厳
し
い
意
見
や
監
視
の
目

を
持
っ
て
フ
ォ
ロ
ー
す
る
。

観光
戦略課

「
こ
る
ぱ
」
は
、
周
遊
コ
ー
ス
等
の

休
憩
場
所
と
し
て
も
活
用
す
る
。

問

官
民
一
体
で
、
D
M
O
（
観
光
物
件
、

自
然
、
食
、
芸
術
・
芸
能
、
風
習
、

風
俗
な
ど
当
該
地
域
に
あ
る
観
光
資
源
に
精

通
し
、
地
域
と
協
同
し
て
観
光
地
域
作
り
を

行
う
法
人
）
を
創
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

大
事
な
課
題
と
思
う
。
官
民
が
連
携

し
て
合
意
形
成
す
る
仕
組
み
が
必
要

と
思
う
。

観光
戦略課

新
幹
線
敦
賀
開
業
を
控
え
、「
観
光
地

経
営
」
の
舵
取
り
組
織
を
立
上
げ
る

た
め
「
観
光
D
M
O
設
立
検
討
協
議

会
」
を
設
置
し
た
。                 

（
髙
橋
記
）

議会と

語ろう会

3班
【
対
象
団
体
】

美
浜
町
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー
「
あ
い
ぱ
る
」

美
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
場
所
】
は
あ
と
ぴ
あ
（
参
加
者
11

名
）

問

言
葉
が
出
な
い
、
友
達
と
遊
べ
な
い
、

2
歳
位
の
子
供
で
も
携
帯
電
話
で
遊

び
、
テ
レ
ビ
で
も
目
が
悪
く
な
る
と
報
道
さ

れ
て
い
る
が
、
親
も
特
に
注
意
し
て
い
な
い
。

一
人
で
も
ゲ
ー
ム
も
出
来
る
の
で
、
寂
し
く

な
い
環
境
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答

先
天
的
な
自
閉
症
の
方
に
よ
く
見
ら

れ
る
も
の
で
、
相
談
も
あ
り
ま
す
。

や
は
り
小
さ
い
頃
は
お
母
さ
ん
と
の
会
話

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
で
す
。

携
帯
電
話
に
つ
い
て
も
一
長
一
短
が
あ
り
、

本
来
の
目
的
で
使
わ
れ
る
の
が
一
番
だ
と

思
い
ま
す
。

最
近
の
子
供
た
ち
は
、
メ
ー
ル
は
打
て
る

が
、
顔
を
合
わ
せ
て
の
会
話
が
で
き
な
い
と

か
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
な
い
子

供
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

問

「
あ
い
ぱ
る
」
の
施
設
に
入
れ
る
こ

と
を
認
め
た
く
な
い
と
い
う
家
族
間

の
意
見
の
違
い
も
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
昨
今
、
施
設
の
利
用
者
が
増
え
て
い
る

と
の
現
状
で
も
こ
の
よ
う
な
状
況
は
あ
り
ま

す
か
。

答

や
は
り
子
供
が
障
が
い
者
と
し
て
見

ら
れ
る
の
が
嫌
だ
と
、
敷
居
の
高
い

お
母
さ
ん
は
い
ま
す
し
、
反
対
す
る
お
父
さ

ん
も
い
ま
す
。
こ
の
施
設
は
障
が
い
者
の
施

設
で
は
な
く
、
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
必

要
な
支
援
を
行
う
施
設
で
あ
る
と
ご
家
族
の

方
に
ご
理
解
を
頂
い
て
い
ま
す
。
お
子
様
の

心
身
の
発
達
を
家
族
と
一
緒
に
総
合
的
に
支

援
し
て
行
き
ま
す
。

問

平
成
30
年
度
の
生
活
困
窮
者
支
援
の

実
績
で
、
電
話
、
訪
問
、
面
談
、
関

係
機
関
と
の
連
携
で
、
対
象
者
は
1
0
1

人
、
延
べ
1
0
2
2
回
の
対
応
が
あ
り
、

社
協
で
も
行
動
に
は
2
名
以
上
の
同
行
が

必
要
で
、
こ
れ
以
上
増
え
る
と
対
応
が
困

難
に
な
り
ま
す
。
福
井
新
聞
の
記
事
で

2
0
2
0
年
に
国
会
で
福
祉
関
係
の
交
付

金
を
設
け
る
事
に
つ
い
て
の
記
事
が
載
っ

て
い
た
が
、
町
で
も
是
非
、
議
会
の
お
力

で
予
算
を
付
け
て
頂
き
た
い
。

答

議
会
で
予
算
を
付
け
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
行
政
か
ら
の
福
祉
に
関
す

る
議
案
に
つ
い
て
の
反
対
意
見
は
殆
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
福
祉
に
関
し
て
の
意
見
や
要
望
は

7月26日と29日に開催した「議会

位集落で行っていましたが、今回は

開催しました。それぞれの専門の立

重な意見を賜りました。

議 会と語ろ

小
さ
な
事
で
も
行
政
に
上
げ
て
下
さ
い
。

問

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
（
道
の
駅
）
の
概

要
は
大
体
分
か
っ
た
が
、
P
F
I
方

式
で
運
営
し
て
い
く
業
者
が
10
年
間
も
た

た
ず
に
撤
退
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
ど
う
す

る
の
か
。

答

行
政
も
業
者
選
び
に
は
、
慎
重
を
重

ね
て
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回

の
P
F
I
方
式
に
は
内
閣
府
か
ら
の
指
導

も
あ
り
、
P
F
I
検
討
委
員
会
が
設
け
ら

れ
、
議
員
も
所
属
し
て
い
ま
す
。
議
会
で
も

「
地
域
づ
く
り
拠
点
化
整
備
特
別
委
員
会
」

を
設
け
行
政
側
か
ら
の
説
明
や
協
議
を
逐
次

行
っ
て
い
ま
す
。
本
事
業
を
実
施
す
る
事
業

者
に
は
、
設
計
か
ら
運
営
に
至
る
多
く
の
要

求
水
準
を
示
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
計
画
ど

お
り
に
行
く
と
令
和
3
（
2
0
2
2
）
年
3
月

か
ら
10
年
間
の
運
営
期
間
で
維
持
管
理
を
行

う
事
に
な
り
ま
す
。

土木
建築課

町
は
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
借
入
す

る
金
融
機
関
と
の
3
者
で
の
協
定
を

締
結
す
る
。
事
業
契
約
で
は
、
事
業

者
か
ら
の
収
支
に
係
わ
る
定
期
報
告
を
求

め
、
金
融
機
関
と
も
連
携
し
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
を
実
施
す
る
等
、
健
全
な
管
理
運
営
に

努
め
る
。

問

現
在
、
町
に
は
民
間
の
道
の
駅
店
が

あ
る
が
、
こ
の
施
設
が
出
来
る
と
事

業
の
じ
ゃ
ま
を
す
る
様
な
こ
と
に
な
ら
な
い

か
。
ま
た
有
っ
て
は
成
ら
な
い
と
思
う
が
そ

の
辺
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答

そ
の
辺
は
、
議
会
で
も
行
政
側
と
の

協
議
の
際
、
民
間
業
者
に
は
不
利
益

が
出
な
い
よ
う
に
強
く
要
請
し
て
い
ま
す
。

行
政
は
そ
こ
に
は
気
を
張
っ
て
お
り
、
民
間

業
者
と
の
協
力
体
制
で
お
互
い
が
共
存
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
を
行
う
と
の
こ
と
で
す
。

土木
建築課

民
間
事
業
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
た
い
。

 
                              

（
寺
田
記
）
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農
業
基
本
計
画
説
明
（
産
業
振
興
課
）

9
月
19
日
（
木
）
午
前
10
時
よ
り
、
全
員

協
議
会
に
お
い
て
、
第
一
次
、
第
二
次
農

業
基
本
計
画
の
実
績
及
び
方
向
性
（
案
）
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

第
二
次
美
浜
町
農
業
基
本
計
画
の
方
向

性
（
案
）
で
は
、

（
A
）
農
業
の
課
題
と
し
て

・
担
い
手
の
高
齢
化
・
労
働
力
の
減
少

・
園
芸
果
樹
の
振
興
な
ど

（
B
）
地
域
の
課
題
と
し
て

・
人
口
の
減
少
と
少
子
化

・
労
働
力
の
不
足

・
空
家
対
策
な
ど

・
拠
点
化
施
設
（
道
の
駅
）
と
観
光
振
興

な
ど
の
強
化
ポ
イ
ン
ト
が
あ
げ
ら
れ
る
。

以
上
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

議
員
か
ら
は
、
認
定
農
業
者
の
担
い
手

不
足
や
、
耕
作
放
棄
地
に
手
が
つ
け
ら
れ

な
い
実
態
が
あ
り
、
ど
う
対
処
し
て
ゆ
く

か
が
大
き
な
課
題
で
は
な
い
か
と
い
っ
た

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会  

自
己
点
検
・
評
価
報
告
書

ま
た
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
充
実

を
図
り
、
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
、
自
己
点
検
、

評
価
を
行
っ
た
旨
、
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

議
員
か
ら
は
、
特
に
質
問
等
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
寺
田
記
）

9
月
26
日
に
、
全
議
員
と
町
長
を
含
む

行
政
側
の
関
係
職
員
で
、
佐
賀
県
玄
海
町

に
あ
る
九
州
電
力
の
「
玄
海
原
子
力
発
電

所
」、
及
び
隣
接
す
る
「
玄
海
町
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
あ
す
ぴ
あ
」
を
視
察

し
ま
し
た
。

九
州
電
力
　
玄
海
原
子
力
発
電
所

昭
和
50
年
（
美
浜
は
昭
和
45
年
）
に
運

転
を
開
始
し
、
約
87
万
㎡
（
美
浜
は
約

59
万
㎡
）
の
敷
地
に
、
美
浜
と
同
方
式
の

加
圧
水
型
軽
水
炉
が
4
基
・
合
計
出
力
約

3
4
8
万
k
W
（
美
浜
は
3
基
・
合
計
約

1
6
7
万
k
W
）
で
し
た
が
、
2
基
の
廃

炉
が
決
定
し
、
現
在
は
2
基
・
合
計
出
力

2
3
6
万
k
W
が
稼
働
中
（
美
浜
は
1

基
・
83
万
k
W
が
再
稼
働
予
定
）
で
、
内

1
基
は
プ
ル
サ
ー
マ
ル
運
転
で
す
。

発
電
所
構
内
に
入
り
、
一
連
の
発
電
設

備
・
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
・
多
重
安
全
設

備
・
緊
急
時
対
応
設
備
・
訓
練
セ
ン
タ
ー

等
を
視
察
し
ま
し
た
。
現
在
、
特
重
事
故

等
対
処
施
設
を
建
設
中
で
、
使
用
済
燃
料

乾
式
貯
蔵
施
設
も
申
請
済
・
認
可
待
ち
の

状
態
で
し
た
。

最
大
津
波
高
さ
は
6
m
で
す
が
敷
地

は
11 

m
以
上
の
た
め
防
潮
堤
は
な
く
、

基
準
地
震
動
も
6
2
0
ガ
ル
（
美
浜
は

9
9
3
ガ
ル
）
の
た
め
か
対
策
工
事
も
幾

分
限
定
的
で
、
既
に
稼
働
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
整
然
と
し
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

（
玄
海
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
）

隣
接
地
に
、
九
電
が
建
設
し
運
営
す

る
P
R
施
設
「
玄
海
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー

ク
」
が
あ
り
、
広
大
な
敷
地
に
健
康
広
場
・

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
・
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
・

ソ
リ
ゲ
レ
ン
デ
・
屋
外
ス
テ
ー
ジ
、
各
種

屋
外
遊
具
・
観
賞
用
温
室
・
和
風
建
築
等

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
パ
ー
ク
の
中
心
に
サ
イ
エ
ン
ス
館

と
九
州
ふ
る
さ
と
館
か
ら
な
る
P
R
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
、
そ
こ
で
事
前
説
明
を
受

け
ま
し
た
が
、
サ
イ
エ
ン
ス
館
に
は
全
周

型
実
物
大
原
子
炉
模
型
が
あ
っ
て
、
原
子

炉
の
構
造
と
イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
鮮
明
に

な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

玄
海
町
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク

あ
す
ぴ
あ

「
玄
海
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」
に
隣
接

し
て
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
等
を
目

的
に
玄
海
町
が
建
設
し
運
営
す
る
「
玄
海

町
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
あ
す
ぴ

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会  

視
察
研
修

あ
」
が
あ
り
ま
す
。

あ
す
ぴ
あ
と
は
ア
ー
ス
（
地
球
）
と
ユ
ー

ト
ピ
ア
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
す
。

こ
こ
の
中
心
的
施
設
「
あ
す
ぴ
あ
館
」

は
美
浜
の
「
き
い
ぱ
す
」
に
似
た
施
設
で
、

水
力
・
太
陽
光
・
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
体

感
装
置
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
ゲ
ー

ム
や
学
習
器
具
、
電
動
ト
レ
イ
ン
や
電
動

カ
ー
ト
等
が
あ
り
、
各
種
展
示
に
加
え
て

体
験
や
学
習
の
コ
ー
ス
も
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
全
体
的
に
子
供
目
線
の
手
作
り

感
に
溢
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
あ
す
ぴ
あ
」
は

指
定
管
理
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
予

約
制
コ
ー
ス
は
募
集
す
る
と
す
ぐ
に
埋
ま

る
人
気
で
「
玄
海
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」

と
一
体
で
魅
力
あ
る
集
客
施
設
に
な
っ
て

い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
5
年
と
8
か
月

の
昨
年
3
月
に
あ
す
ぴ
あ
館
の
来
訪
者
は

60
万
人
を
超
え
た
そ
う
で
す
。   

（
髙
橋
記
）
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９
月
定
例
会
会
期
中
に
、
町
内
３
ヶ
所

の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
若
狭
美
浜
イ
ン
タ
ー
産
業

団
地
（
山
上
）
に
お
い
て
、
太
陽
光
発
電
施

設
整
備
事
業
で
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
設
置

さ
れ
る
調
整
池
を
視
察
し
、
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

２
ヶ
所
目
は
、
ア
グ
リ
ト
㈱
植
物
工
場

に
お
い
て
、
関
係
者
の
方
か
ら
説
明
を
受

け
た
後
、
防
塵
服
に
着
替
え
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

山
上
地
区
の
３
ヶ
所
を
視
察

現

地

視

察

【 

現
場
主
義
で
政
策
提
言
活
動 

】

シ
リ
ー
ズ
⑭

知

得

つ

議

会

ソーラーパネルを設置する調整池

防塵服に着替えて見学新しく出来た公園

射
に
よ
る
レ
タ
ス
栽
培
の
様
子
を
見
学
し

ま
し
た
。

最
後
に
、
美
浜
東
「
美
し
野
」
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
に
新
し
く
出
来
た
公
園
や
ソ
ー

ラ
ー
時
計
塔
、
さ
ら
に
分
譲
状
況
に
つ
い

て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。         

（
辻
井
記
）

従
来
か
ら
議
員
は
、
住
民
の
要
望
を
議
会
で
の
質
問
と
し
て
、
ま
た
直
接
行
政
職

員
へ
の
要
請
と
し
て
政
策
化
す
べ
く
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
の

住
民
と
議
会
の
関
係
は
非
公
開
で
し
た
。

近
年
で
は
、
地
方
議
会
改
革
が
進
み
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
放
映
や
議
会
広

報
誌
「
議
会
だ
よ
り
」
に
よ
り
議
会
活
動
の
公
開
化
が
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
当

町
で
は
、
議
会
報
告
会
と
し
て
「
議
会
と
語
ろ
う
会
」
を
開
催
し
、
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
現
場
の
意
見
を
お
聞
き
し
て
政
策
に
提
言
し
て
い
ま
す
。  

（
議
会
広
報
特
別
委
員
会
）
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日
本
に
は
四
季
が
あ
り
、
気
候
的

に
も
一
番
過
ご
し
易
い
の
が
こ
の
秋

だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
読
書
の
秋
、
芸

術
の
秋
、
食
欲
の
秋
は
「
天
高
く
馬

肥
ゆ
る
秋
」
で
す
。
そ
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
が
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」

で
す
。
昨
年
は
福
井
国
体
の
年
で
、

福
井
県
は
、
天
皇
賞
と
皇
后
賞
を
勝

ち
取
り
、
美
浜
町
の
ボ
ー
ト
競
技
の

成
績
は
総
合
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。

来
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
イ

ヤ
ー
で
、
そ
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

が
開
か
れ
11
月
2
日
に
決
勝
が
行
わ

れ
ま
す
。
日
本
の
快
進
撃
は
目
覚
ま

し
い
も
の
で
、
優
勝
候
補
の
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
に
も
勝
利
し
、
プ
ー
ル
A
で
は

首
位
を
走
っ
て
い
ま
す
。
（
9
月
末
）

『
も
う
、
奇
跡
だ
と
は
言
わ
せ
な
い
』

で
、
目
標
達
成
に
ベ
ス
ト
・
ト
ラ
イ
! !

（
辻
井
記
）

美
浜
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

【
委
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雅
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寺
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賢
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橋
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み
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ま
議
会
だ
よ
り

9 月 28日㈯・29日㈰に、日田漕艇場（大分県

日田市）にて第 28回全国市町村交流レガッタが

開催されました。美浜町議会としても、議会議員

の部・議会シニアの部にそれぞれに出場しました。

今回は、4レーンしか取れない会場の為、すべ

てタイムレースでの運営でした。

美浜町からは、青年男女・壮年男女・熟年男

女・議会議員・議会シニアの 8 クルーが参加し、

24 点獲得で総合 3 位に輝きました。（山口記）

議会議員の部・議会シニアの部で共に4位入賞で8点獲得！

開会式・レセプション会場 選手の控え場所は屋形船

「三方五湖」クルー 「水晶浜」クルー

2 クルーで記念撮影

全国市町村交流レガッタ


